＜平成２０年度　東部地区集会反省アンケート＞　【東部８地区】
１　今年度の反省
Ｑ１　全体会についての感想・ご意見等をお書きください。
池谷　昇　事務主幹　全事研　海外派遣報告
· 海外研修報告についてはパワーポイントで現地の様子の映像等もあったので解りやすかった。ドイツ・オランダの学校体系図の紹介があり日本との差が解りやすかった。
· 各国の学校体系図の紹介があり解りやすかった。興味深かった。貴重。生の声が聞くことができ、とても興味深かった。価値のあるもの。様々な国の教育行政や学校体系を知る機会となりとてもよかったと思います。難しい内容に偏らず、旅の感想なども入って聞きやすかったです。海外にも研修に行っているなんてすごい（意見多数）
· 全事研の報告はとてもわかりやすかったです。

· 「使命」という言葉が印象的だった。
● 海外研修の報告が一年もたってからだったので、もう少し早い時期にできたらよかったのではないかと思いました。
※同様の意見あり
●池谷主幹の海外研修報告は楽しく聞かせていただきましたが、できましたら研修内容そのものについてもう少し深く伺いたかったという気もします。時間の関係で仕方がなかったのかもしれませんね。
※　海外研修報告が途中になってしまい、残念でした。研修内容の話を詳しく聞きたかった。まとめの部分をもっと具体的に聞けるとよかった。海外視察の報告ドイツも聞きたい。事務職員の立場で見､聞きしたこと、そして今後に生かせることをもう少し聞きたかった。研修目的などについて、もう少し解説していただきたかった。海外研修視察団に行政職が入っていることの意義は何。（等感想あり）
●池谷主幹の話は、紙面報告で十分な内容だったと思う。尻切れではなおさらである。

· 海外研修の報告は、もっと時間が短くてもよいと思った。(全事研報告はよかった)
渡井　正樹事務主査　東海プロジェクト報告

○ 全国大会報告を聞き、東海大会に参加したいと感じた。
○ 全国公立小・中学校事務研究大会報告では～子どもの「笑顔」のために～という言葉が

印象的でした。学校に勤める行政職員として子どもの笑顔のためにどのような事が出来るか

考える良い機会となった。（　同様意見あり）
全体について
· たいへん内容の充実した良い研究集会だったと思います　

※　下田大会での実践発表から引き続く研修だったので、内容の濃い研修になった。

勉強になった。内容がバラエテイ。報告を聞く場として（報告をする場として）よい機会。お話を伺う中で、まずは自校の動きをきちんと把握しなくてはならないが、そこから少しずつでも視野を広げて向上していけるよう頑張りたいと再認識することができました。（等多数同意見）
○海外研修の報告や全事研の報告などが聞けてよかったと思いました。
○広い視野をお持ちの方からの報告で、大変勉強になります。一任職でありながら校内以外の場所で活躍されていることを思いますと頭が下がります。

○全て同じ講話形式の内容でありながら、内容が多岐にわたり時間の過ぎるのが短く感じました。

運営のご苦労の程が感じられました
· 各地区では実施できない研修だとは思います（招聘する講師の著名度とか）
· 楽しく拝聴しました目の前の学校・今の自分が置かれている環境から、視点を広げて学校の在り方・私たちの職について見直すことができると思います。

○時間配分・内容すべてよかったと思います。役員さんお疲れ様でした。（３件）
· 充実した内容であった。満足。すばらしい全体会でした。運営した方々に心からお礼を申し上げます。　（多数感想あり）
○コミュニケーション能力の優れた方々の活躍できる場が増え事務職員の存在をアピールしていただければ事務研の将来が明るくなるのでは・・と期待してしまいます。

●海外研修報告・全事研報告いずれも東部地区集会（常連の方）の報告で毎回の発表をお願いするのでは、当事者の方への負担は大きいのではないでしょうか。

※誰よりも多忙な中で報告の準備等　同様の感想あり。
●年齢の若い方の報告があっても、興味深いかな、若い人の刺激になるのかなと思いました。

●視野が広まったが、あまり興味がなかった。
●情報委員会の報告は？運営の時間？あってしかるべきだと思います。

Ｑ２　講演についての感想・ご意見等をお書きください。

○マネジメントでＷｉｎ－Ｗiｎ連携を発信スッペ」というおもしろいタイトルで、その意味をひとつひとつ分かりやすく丁寧に講演をしていただいたと思います。今の仕事を見直しするのによい機会を与えていただきました。

○長谷川先生がわかりやすいお話しをしてくれて、五つのキーワードが理解できました。所属校においてもマネジメントサイクルでやっていきたいと思います。事務職員を応援してくれている感じがして勇気づけられました。
○組織と戦略的互恵関係を、「２人でクッキング」に例えていてとてもわかりやすかったです。
○学校を良くする為には、決められた仕事をこなしているだけではなくて、先生達に考えを提案して連携をとり発信することが大切だと知りました。
· 事務職員が３ヶ月間不在であったが何も不都合なことはなかった。とのお話しには、「何もわかっていないなー」と思って聞いていましたが、その後のお話しは、理論的でわかりやすく、とても参考になりました。下田大会の研究資料についても、該当の学校に出向いてくださり、私たちのことをよく考えてくださっていることがわかりました。

· この次も先生の講演をぜひお聞きしたいと思いました。

○長谷川先生の講演わかりやすく聞くことができました。「説得力をもつ」「スタンドプレーでなくチームプレーで」「バランス感覚を磨く」の三点、印象に残りました。
○学校現場を知っている強みを、感じた。事務職の強力な後押しをもらえた。反面、自分自身の意識改革をしっかりし、学校になくてはならない人を目指したいと思いました。
○ズバリと本音を挟みながら軽妙な話に聞き耳を立てました。ためになりました。
· 言葉がはっきりし、聞きやすい講演でした。

· エネルギッシュな話しぶりに感動しました。話し方も勉強する必要があると感じました。お話しが大変上手でした。歯切れの良い口調にすっかり引き込まれてしまいました。メリハリがある声で時にユーモアを交え聞きやすく良かったです。講師の話し方が軽快で聞きやすく、話がスムーズに入ってきた。（感想多数）
○長谷川先生は実際学校にいらっしゃった方なので、現場の経験からのお話でしたので、とても身近に感じました。特に最後の具現化に向けての学校経営参画の留意点はとても参考になりました。
○これからの事務職員に求められているものも講演を聴くごとに理解が深まり、めざすものも明確になってきたように思います。とても勉強になりました。
· 長谷川教授のはなしかたも引き込まれるものがありましたが、内容も（実際に自分では、日々の事務に追われて難しいですが）すばらしいものでした。長谷川先生に依頼していただけて良かったです。

· 講演の冒頭にコスモスプランについて「事務職員が学校経営に参画することを望まない校長と事務職員も理解を求めるアクションをしていない」との言葉は痛いところを突かれたという感じでした

○演題の短い言葉に深い意味があり、私たちが日々これを実践することでコスモスプランが目指すものになると感じると同時に冒頭の問題解決になると思いました。
○下田大会の実践や報告が継続される形で取り上げられて大変ありがたい。特にマネジメントについての考え方が参考になりました。　実践報告を分析する機会もなかなかないので大変貴重な場でした。退職されてからご自分で研究勉強され、現在客員教授ということで、「継続は力なり」生涯ご自分が務められた職について勉強されている姿から情熱や熱意を感じました。ありがとうございました。
○今まで…というより今も学校経営参画という課題はとても大きく何もできず又できないものと思っていたのが現状です。そんな中でこの講演は私が今何ができるのだろう何を必要としているのだろうということを改めて考える時間を与えられたような気がします
· 事務職員は、本当に学校に必要なのか、ものすごく考えさせられた。学校事務という仕事の認知度の低さにがっかりした。このままでは、近い将来「学校事務」という職種はなくなる危険性もあると思った。もっと仕事を知ってもらうための努力が必要だと感じた。

※自分自身を振り返る場。自分を振り返って愕然とする今日この頃です。これからの職務に対する考え方が変わった気がします。普段から課題意識を持ち、実際に行動することが大切なのだと改めて感じました。仕事をしていく上でとても重要な事を改めて教えていただきとてもためになりました。

あらためて日常の仕事の流れなどについて考えてみる機会となりました。自分がやるべきことのヒントが沢山つまった講義でした。（感想多数）
○長谷川先生はいつも思うのですが、各地区へ出向かれるときは必ず事前勉強されていて、今回も
　下田大会の実践報告者に9月に訪問されて資料収集されて臨まれました。学校事務職員の研修に

　ついて専門的お立場からの理論的支援、補強してくださる先生のような方との交流は今後も大切

なことだと思います。次回は演習等の助言者としてお呼びしてもいいですね。

· 最初からグサグサと痛烈な内容でしたが、たいへんわかりやすい明確な説明で良かったと思います。

※なかなか辛口のお話で、刺激になりました。　

○すぐに成果を求めるのではなく、まずは自分でも出来る小さなことから始めていけば、何か少しずつでも変わっていくのかなと思えました。

○コスモスプランの具現化のために事務職員ではない立場からの話や意見（管理職経験者からの示唆を交えた講演に厳しさと暖かさを含んだ内容）が聞けてよかったです。

※コスモスプランと類似した内容で、事務職員の立場や教員との関係がどうあるべきかについて話が聞け、とてもよかったです。
○長谷川先生自身が経験されてきた様々な角度から見た学校経営について、パワーポイントを使いながらわかりやすく説明していただき参考になりました

○厳しい指摘もありましたが、現場の校長先生としての視点でもお話しいただけるので、とても良かったと思い
ます。「こんな校長先生と一緒にお仕事できたらいいなあ」と東海大会・拡大研推でも思いました。仕事は大変
になるかもしれませんが、やりがいのある充実した楽しい毎日となるよう

な気がします。できたら、管理職にも一緒に聴いて欲しいと思います。（地区の管理職との合同研修などにお呼
びできると良いですね。）

○昨年、長谷川先生の講話をうかがった時には、まず、「隗より始めよ」自分の足下から見直し、コスモスプラン開花には、自立的経営への転換が必要だ。と、私たちにとって厳しい講話でした。しかし、下田大会でのコスモスプランの具現化にむけての実践発表や実践論文がすばらしかったので、私たちを応援し、さらに背中を押してくださるようで心強く感じました。
△長谷川先生の校務分掌についての話を聞いたことがない方もいたと思うので、もう少し触れる時間があればと思いました。
△長谷川先生の講演の中で、コスモスプランを管理職に説明していない割合が９０％以上という点原因分析をも
っと聞きたかったです。ここに事務職員の課題があると思われます。
△長谷川先生のおっしゃっていることは、その通りですし、下田大会で発表された三人の方の実践も立派で真似
ができればと思いますが、わかっていてもなかなかできません。意識の問題でしょうが、難しいです。
●学校事務職員に期待してくださっている、と感じられる部分と、実は長谷川先生は学校事務職員についてよくご存じではないのでは、と感じられる部分とあったのは、私だけでしょうか。（申し訳ありません。以前お話を伺った時も同様に感じたので。）
●校長を退職して、何年かたっている人なのに元気な方だと思った。「給与・旅費だけなら、事務職員はいらない。」と言っていたが、そのとき、誰かが大変な目にあっていたということに気がつかないのか、気がついてない振りをしているのか、その態度は疑問に思う。（制度的にアウトソーシングになっているのは別だと思う。）
●記録としてビデオを撮っておくべきだったと思う。
●元校長では、学校事務に対する理解に限界がある。
●時間が短くて講師は意が尽くせなかったのではないかなあと感じました。もう少し、辛口な批判的な内容を期待していましたが、コスモスプランの研修や実践を理解して下さったがために、すっかり事務研に（悪く言うと）取り込まれてしまった感じがしました。
●内容的はよかったが、途中の休憩が無く集中力に欠けてしまう場面があった。
●事務職員の本来の事務についてずいぶん軽視しているなあと思った。事務職員が病気の時応援してくれた事務職員の大変さとかも感じていないのだなと推察される。仕事が多岐に渡っていることをもっとアピールして理解してもらわなければいけないのだなと言う感想をもった。
●制度をいくら変えても、教員の多忙化を解消しない限り、勤務状況の改善は見込めないと感じる。やはり現場との距離を感じた。

●長谷川先生の講演に関しては、先生の研究分野の内容から言ったら、講演時間が足りないと感じました。持論のオフィス系の話まで、せっかくお呼びしたのですからもうちょっと構成を考えていただけたらと感じました。長谷川先生の円形の公務分掌表の話をお聞きしたかったのですが、時間がなくカットになったのは残念でした。

Ｑ３　今年度地区集会の運営方法や全体を通しての感想・ご意見等をお書きください。
○今回は、事前に配布資料をいただけて良かった。
○資料をホームページから取り出して用意する方法も良かったです。
○全体会は全体会の良さがあるし、全体会＋分科・分散会も良さがあります。今回は県大会の関係もあり、全体会方式となりましたが、良いタイミングだったと思います。
○開催場所が、交通の便のよい場所でよかったと思います。開催時間もゆとりがあってよかったです。三島は行きやすい場所。東海道線の駅から近い場所なのが助かりました。
○とてもスムーズに時間が流れてよかったと思います。当日だけでなく随分前からの用意で大変だったと考え
ると頭が下がります。本当にお疲れ様でした。大変よかったと思います。ありがとうございました。運営に
携わった委員や地区の方たちお疲様でした。
研究推進委員の方々の尽力により、東部地区集会が実りのある素晴らしいものとなりました。
（感想多数）
○１年に１度会員が一同に会することができる良い機会を与えていただくことができました。

○研修に全員が参加できるような運営方法だった

○時間の配分、内容の分量が、良かったと思います。
△お話を聞くだけというのも気は楽なのですが、自分たちの運営の研究会に参加した、という実感座って聞いているだけだと受け身になってしまいます。
△これまでの運営方法も明確な目的の元に実践されてきた方法でとても良かったと思います。ただ。発表に手を上げる人が少ないというのはたいへん残念であると感じています。本来なら今までのような、方法で充実していけるのが、一番良いのだと思うのですが、やはり負担に感じるのでしょうね。負担にならない発表ができるのならと感じます。
△東部全体で集まっているのだから、「参加型」の研修や分科会をおこなったらどうでしょうか。もう少し身近に感じる研修を行いたい。
△全員で同じ話を聞ける今回のような内容のほうがいいと思います。
△来年度事務所の研修会が無くなるらしいので東部地区集会は是非確保して頂きたい。
△会長挨拶、報告１件　でよいのでは。
△講演を聴く研究会も良い。主催者はその方が容易だと思う。研究発表はそのための研究や準備に時間を要する
ので、隔年などにして研究を積み重ね発表するほうがよいのではないか？発表の希望があればそれが優先であ
るが。
△共通理解したことを互いに意見交換等してさらに発展させていけたらと思いました。

△運営については、再考の時ではないでしょうか。

●三島市民文化会館の座席に一日座っているのが、つらかったです。（腰にきました）

　※会場が狭かったように感じました。会場の座った席が狭く、出入りにも隣の方に席をたってもらわなくては
いけなかったので、心身苦しく感じました。着席している間、足下が狭くて膝が痛くなりそうでした。
●パワーポイントを利用すると、壇上が暗くなり、見えにくい。
●資料の受け取り（全体説明会）や昼食の受け取りで大変混雑していました。資料は地区集会同様

事前に各自印刷してきたり、昼食は各自で用意するなどの協力も必要かと思います。
●寝ている人が多かった！
●メモがとりにくいため、できれば机のある会場にしてほしい。
●駐車スペースが確保できる会場で開催していただきたい。(同様多数)
今回は雨天ということもあり、駐車場がある会場の方が良かったです。（学校から駅までが遠いと交通機関使用
が不便なため）そのため会場はいままでの韮山文化センターの方が良かったのではないでしょうか？

●昼食を会場で食べるのとても狭かったこと。当日雨だったので傘の置き場に困ったこと。（椅子のそば）これらに大変困りました。
●広い会場や聞きやすい場所がよいと思います。
●持参物の連絡はできたら、一括してお知らせしてもらいたい。
２　来年度の希望　
　Ｑ１　来年度地区集会は、どのような形式の運営を希望しますか。
　　ア　全体会（１８０）　イ　全体会プラス分科・分散会（６９）　ウ　その他（５）　　　　　　　　　　
　Ｑ２　全体会は、どのような内容を希望しますか。具体的にお書きください。
　　「　（例）事務研報告・講演（講師名、内容）・シンポジウム（参加者・内容）など　」
実務研修

・事務研の取組を知ることは大事なことだと思うので、事務研報告はあった方が良いと思います。
・東部から理事を出しているので全事研報告は必ず入れていただきたい。

・地区集会までにあった大会・研修会の還流報告等は入れていただきたい。

・全事研報告（理事）・推進委員会報告
・全体会では事務職員の評価制度・又は教職員の免許更新制度について説明を聞きたい。
・情報管理について。税について（年末調整等と関連して）・財務システムについて
・土屋めぐみさんや長倉さんのような実践がたくさん聞けることが一番の刺激になるかなと思いますが、公募し
てもでてきませんし、個に負担がかかりますね。　
・学習指導要領の変更とそのために必要な教育環境について京都市の物品有効活用システム
・学校の安全管理について（施設のことや、不審者対策など）
・健康管理について（働く上でのメンタル面、生徒の緊急時に直面してしまったときの応急救護など）

　事務職員も学校で働いているからには、いつどんな場面でどんな事が起こるかわからないので

生徒の安全確保のため、必要最低限のことは知っておきたいと思った。
・共同実施に関係する内容（他地区の共同実施の実践等）
・グループ・ブロック制について
・法律に関すること、学校の設備に関すること、安全管理や環境整備に関すること（窓ガラスの知識・ワックスについての知識等）、新学習指導要領と事務の関わり、等「事務」の周辺のことについて専門家の話を聞いてみたい。
・他地区との交流的な研修：各地区の検討会方法紹介、危機管理(受付方法、来校者対応等)　身近な取り組み・実践の紹介(分科会参加者が誰(老若男女)でも話せるようなテーマで行えたらいいと思う。
・講義（教育関係法令に関すること）

・校内会計、予算立てに関する話(学校会計に詳しい公認会計士の方にお願いしたい)　
・コスモスプランに焦点を絞った内容で、各地区の研修や実践の様子について情報交換できると良いと思います。
東部管内全員で研修を行う唯一の機会です、意識の統一・事務研としての方向

性を確認できると思います。　

・事務の実務研修：１年に一回になった昇給事務、復元調書等、県の担当者からの研修
・給食費未納問題（市雇いの弁護士とか）

・田方の東海大会発表

・事務研報告、研推委報告、情報委報告など。研推委報告、情報委報告は質疑があってもいいのではないでしょ
うか。各地区で随時報告はされていますが、全体での共通理解も必要ではないでしょうか。

・全事研による学校財務システムの状況を知りたい。

講演会

・企業の経営者の話を聞きたい　※異業種の世界を垣間見たい。

・長谷川先生のような外部で事務職について研究されているような方
・県教育長。

・「理想の学校教育具現化委員会」の提言の概要説明　藤原静大准教授

　「学校事務職員の存在意義について」

・「学習指導要領の改訂に伴う移行措置」の概要説明　県教委又は教育事務所指導主事

・事務の共同実施について　～宮崎県小林市の取組み～

・事務職員から校長になった方の、学校経営に関する講演。

・学校とは別の公的機関（警察・消防・医療福祉等）の経営や具体的実践について、講演していただ

けると参考になるのではないかと思いました。

・「理想の学校教育具現化委員会」に関する話を聞いてみたいです。
・事務職員全体マネジメント力・経営力を身につける・・・という意味では、その分野の人、又は心理学的な人でもいいのではと思います。最近、起業する人が増えていると聞きました。そんな人達の話とかも参考になるかも？

・学校事務とは直接関係ありませんが、資質向上のために、鎌田　實氏の講演などはいかがでしょうか。
・今回のお話しにも出てきた小川正人教授や藤村裕一鳴門教育大学大学院准教授の講演を聴講したい。
・講師又はシンポジスト　　青森県八戸市小中学校事務支援室　室長　船橋敏昭　氏

シンポジウム

・主幹会主催で行った研修会（６月）静大の藤原先生、県教委、校長、教頭、事務研会長の教育シンポジウムのようなものもいいのではと思いました。
・シンポジウム「主幹バトル」東部の主幹が壇上に勢揃いして日頃の思い等を語り合う。
・各地区共同実施主任等・これからの共同実施について
・教育委員会・校長・教頭・教員を交えて学校が望むスクールマネージャー像について意見交換したらどうか。
その他
・今年度の目的がすぐ達成できるものではないので、継続的にこのテーマで更に深めていったらどう

でしょうか。
・参加者どうしが特定の課題(事前に希望を取る)について意見を出し合い、議論が行われるようなものを望みます。（いつも、「発表者→その他」の一方通行ばかりです。聞いて帰るだけ。）
　Ｑ３　分科会は、どのような内容を希望しますか。具体的にお書きください。
　　「（例）テーマ別研究発表（内容）・テーマ別討議（内容）・講話、講義（講師名、内容）など　」
・もし分科会を行うなら、分散会形式で、一つのテーマに沿って皆が深く掘り下げて話し合うこと
が出来、その後のあり方に参考となるようにしたい。各地区の研修報告的なものは必要ないよう
に思う。（事務研のホームページでわかるから）
・テーマ別討議
※ブロック・グループ制度の各地区の状況報告。ブロック・グループ制について　各地区で問題点や困っていることなど、ありのままを討議できたら・・・と思います。あまり建前ばかりの研修会は意味がありません。地区をはずした人員構成によるテーマ別討議

・テ－マ別研究発表

・講話・講義とテーマ別討議を隔年で。「講話・講義」は全体会と違って具体的な実務に関することを（学校事故防止と対応、クレーム対応等）
・事務に必要なパソコン操作技術

・備品管理に困っているのでよい工夫があれば教えてもらいたいです。
・職種別によるテーマ別討議
・過去5年間位の開催内容を調べて、周年サイクルでマニュアル化することも必要。その際、今回田方地区が東海で発表を予定するなど、対外的な関わりもわかる範囲で予定に入れてやるといいのでは。開催すればいいというのではなく、中期的な見通しも必要では。
　・専門性の高められる外部スペシャリストの方の講話・講義
　Ｑ４　来年度も含め、今後の地区集会の運営方法等についてのご希望、ご意見等をお書きください。
・年に一度ぐらい東部地区全体として集まり、同じ研修をすることも意義を感じます。
・企画、運営の労力がスリム化できるので、来年以降もしばらく全体会のみでいいと思います。
・三島市民文化会館は交通の便も良く助かりました。来年もお願いしたい。
・日程は半日で、このままで良い。
・中、西部のように隔年開催でも良いのではないでしょうか。
※毎年地区集会を開くことの必要性について、検討はしないのでしょうか。運営をする研究推進委

員は大変ではないかと思います。毎年分科会を持つと、かなりの負担があるので、隔年で分科会・

全体会を行う等、スタイルを変えて実施したらと思う。県大会が東部地区で開催される年は、東部地区集会は、兼ねるということでやらない年があってもよいのではないでしょうか。
運営する方々の負担が少しでも軽くなるような運営方法を提案したいですね。いままで運営にわった方々〔歴代の東部地区研究推進委員代表〕に意見を出していただいたらどうでしょうか。そろそろ抜本的に改革していく時期ではありませんか

（多数同意見あり）
・頂いた資料に日付が書いてあるとありがたいです。（ほとんどありますが）

・今回の運営方法がとても良かったです。
・分散会の数を増やすと時間も運営も大変なので、２つか３つくらいにしたらいいのではないかと
思います。また、全体会で今回のような講演でもいいと思います。

・時間は今年度のようなかんじでよいと思います。
・研究推進委員などにあまり負担の掛からない運営方法で実施できればいいと思います。

※負担にならない程度での実践発表が少しでも続けられたらと思います。（意見多数あり）
・ネタがない場合は東部地区集会はやらなくてもいいと思う。

・分科会形式を維持していくということは、何らかの負担を一手に引き受ける人間(地区)が出てくることであり、やろうとしない人間は絶対やらないことを考えるとやはり負担が不公平です。
３　コスモスプランの定着のために、事務職員（わたしたち）一人一人が、今後どのような実践をしてい
けばよいでしょうか。実践例や方法等について具体的にお書きください。
・学校財務に関すること
・職員との連携を充実していく。

・事務職員のみでなく、学校内全体で協力して実践していくことが必要。

　まずは、小さいことからでも、ミスを少なくして周りへの信頼を確実に作っていくようにしたいと思いました。一人職と言っても周りとの連携をうまく取り強い絆を作っていきたいです。

・抽象的ですが、全国的な課題、東海事務研、県事務研～地区事務妍のそれぞれの課題について常に注意を払っていくことが大切。

· 企画委員会、職員会議に出るだけではなく、積極的に自己の分掌を超えた部分で発言するなど真の意味での学校経営参画を果たしていかなければと考えます。
· 何人もの実践報告をうかがい、机上の仕事だけではなく、もっと校内を見て歩くことが大事だ

と思いました。いつもその余裕がなく１日が終わってしまいますが。

・研修の精選・・・本当に必要な研修かどうか

・まずは身近な問題に気づくこと。
・現状を把握し、その中から課題を見つけ、小さな情報も広く発信し、実践していく。
・学校運営に参画し、自己研鑽に努め、学校事務が子どもの豊かな育ちにどう関わっていくの
かを追求していくこと。

・学校組織の中での自分自身の立場と役割を良く理解し、学校経営に参画していくようにすることが大切だと思います。
・まず、課題意識を持って、自分の学校の中で改善できることを探すことから始まると思います。

　・具体的な実践例ではないが､常にスクールマネージャーを目指してるという意識をもって、仕事

　　に望んでいる。
・自己の能力を高め、職員や地域、他校の事務職員と協力し、積極的に学校運営に関わる。
　・どのような仕事をするときでも、コスモスプランを意識しているかしないかで、仕事に対す
る取り組み方や結果などが変わってくると思います｡日常の仕事もコスモスプランに関わっ
ていて実践しようという気持ちが大切だと思う。（２）

・具体的ではないが、常にコスモスプランを頭に描き入れ、机上の事務処理に追われることなく、日々の仕事に臨みたいと思っています
・事務職員として何ができるかを考え行動していくことが大切なことだと思います。
· 遅ればせながら「職員会議資料」を出し始めました。
・第一歩として　「笑顔」を意識し、丁寧な対応を確実に実行するつもりです。

・具体的ではないが、常にコスモスプランを頭に描き入れ、机上の事務処理に追われることなく、日々の仕事に臨みたいと思っています。
・常に自分の課題を持ち、Ｐ．Ｄ．Ｃ．Ａの実践を続けること。その成果を教職員に目に見える形で理解してもらうための努力をすることが大切

　・実践例でも方法でもないのですが、心がけていることは、事務室を内にも外にも開くこと・自分の仕事に処理の後・先の順位をつけないこと　等です。
・透明性のある仕事をする。

・周りをまきこんで仕事をする。

・職員室・校長室・事務室の連絡調整の役割をする（事務主任という立場の自覚）
・事務職員の全ての仕事はコスモスプランに繋がっていると思います。事務職員が一人一人の小さな実践を発信することで、学校の組織の一員としての自覚や意識改革になり、大きな成果を生み出すと思います。コスモスプラン定着に繋がっていくと考えます。
・地区集会・研修会などを充実し、専門性を高め、一人一人が日々努力し、力をつけること。

· コスモスプランとともに、標準的職務についても意識していく必要があると思う。参画、支　　　援、企画等の動き(センス)がますます重要になってくるように思います。

・理想像（コスモスプラン）をイメージすることはとても大事なことだとは思いますが、熱海市の現状として実務をきっちり回すことで精一杯だと思います。
・今、本校では主任者部会にも属しておらず、市職員も毎日いないので、なかなか連絡する場がないのが現実ですが、主任者部会にできる限り出席して情報発信をしていきたいと考えています。
・個人プレーでなくチームプレー（組織力アップ）を視野に置き、ブロック、市町から地区そして東部へと全体的が機能する学校事務の体制づくりを目指していきたい。そのためにも、自分のブロック（地区）の組織力を高めていくことが一番大切であると感じる。
・新しい実践をすることだけでなく、現状の仕事の方法を見つめ直し、より効率的にできる方法はないか、もっと工夫できるところはないか、と考えて改善していく必要があると思います。これからは、人とお金は減らされ、求められる仕事ばかりが増えてくることが予想されます。新規より、継続が必要ではないかと思います。
・教員に負担している事務処理についても、事務職員が情報提供及び連携をとりながら処理します。以前より処理に無駄が省かれた、など教職員に実感していただけるよう努めていかなければと思います。
・講演会、研修会を通して、課題・解決方法について学び、考え、自分の学校で実践できるようシミュレーションし行動する。
· 具体的にはよくわかりませんが、管理職にもっと相談することが必要だと思います。

　・意識を変えて、学校経営に参画し仕事の専門性を深め、広め、発信をしていきたい。教材利用、保管や学級会計の外部監査等の結果をさらに、発信し根付くように努めたい。
・具体的なものは書けませんが･･･

　　何かを変えようと思ったときには、自分自身が大変で苦しいけれど、そのことも楽しいと思える

ようになりたい。些細なことでも、人と話す・教えることでより確実に自分のものとなる。
と思うように心掛けています。

・もっと教育目標を理解し、学校経営に参画していけるようにいろんな知識を身につけたいと思います。　（ごめんなさい。実践でも方法でもないですね。）
・地区の研究や個々の学校の実践事例をもっと紙面でもいいので東部地区で冊子にまとめてでき

るようになればいいと思う。一人職という立場なので他の学校の事務職員の日々の実践は若手

もベテランも大変参考になると思う。

・研修するその前に、基本の学校事務の部分を合理化して研修する時間を生みださねばといつも思う。そして一人一人の力量の底上げ、スキルを上げることだと思う。校長にもアドバイスできるよう、教育関係の知識ももう少しもっていないとなあと思う。
・備品、消耗品の購入計画をしっかりたて、教育環境の整備に努めたいです。
・現状維持ではなく、ステップアップすることを意識しながら仕事をする。自分の身の丈にあった実践を考える。受け身ではなく、自ら動くことのできる事務職員を目指す。　　　
　・コスモスプラン定着と言うよりも、それぞれ個人が学校経営を意識し、取り組むことが大切だと感じています。
・気負わずとも、身近なことで、子どもの育ちの支援、教員の事務負担軽減に繋がることを
　地道に継続していくことが真の成果となっていくような学校であってほしい。
・ 来客・電話対応等の事務室のルールのようなものを作り、それを定着させる。

・アンケートなどで職員の意見を聞き、課題等を見つけ、それを解決する手だてを考える。
・　長谷川先生の指摘にあったように、管理職へのアピールをしながら、問題意識を持って行動すること。
・　組織の中の１人だという事を念頭において行動する。主に、学校整備（備品や修繕関係）を中心に取り組んでいきたい（保護者等にアンケートを取る事も視野に入れて・・・）。
・　各学校、各地区で課題をみつけ、取り組んでいく
・　学校経営参画は、管理職や教員の理解が必要であり、自分勝手にはできないことであるので、
自分のプラン(考え)を伝え、よく話し合うことが必要と思う。

・　県大会での長倉さんの発表のように、コスモスプランを意識せずとも、子どものためとの思いを忘れずに実践していけば、自ずとコスモスプランに繋がっていくと思います。
・職員とのコミュニケーションを十分に取っていき、学校内の状況・児童生徒の様子を知り、事務職員からできるサポートを考えていく。
· 一人一人が、「私のコスモスプラン」ということで計画を立て、実践をしていく。

また、それらを、地区や全体で成果としてまとめていく。
· 日々の仕事の積み重ねの中に、自分の目標を見つけ出し、学校・子どもたちのために継続して

取り組むことが大切だと思う。

· 現在は、地区として会計について取り組んでいるので、校内でも会計処理について実践してい

る。実践していくことで、コスモスプランにある資質が養われていくのではないかと思う。

· 教員の事務量軽減につながる研修を継続してすすめていく。

· 独りよがりな実践にならないように、校長を含め、理解を求める。

· 地域全体で行っている研修を校内でも実践する。また、一人で抱え込まず、教員を巻き込んで

参加してもらい、ＧＩＶＥ＆ＴＡＫＥを心がける。
・ やはり、日々の仕事の向上に向けて努力する。チームワークを大切にする。

・　風通しの良い環境をつくり、協調しようとする気持ちが互いにもてる様な環境づくりを目指す。

・　組織の一員としての自分の立場と役割を理解し仕事を進めていく。コミュニケーションを大切にしていく。（特に生徒・先生方と）　　（２人）
・ 若手職員や、臨時職員の中には、「自分には難しい」と思っている人もいるのでは。それぞれ経験・環境で、自分にどのような研修・実践ができるのかしっかり考える機会を持つ必要があると思います。

・　子ども達の姿をよく見つめたうえでの事務処理ができるよう、学校行事などに積極的に参加していくことが必要だと思います。

・私は月に一度の「発信」をしていきたいと思います。
・わたしたち一人ひとりが意識を高く持ち、日々の仕事の中で、積極的に問題改善に取組んでいき自分の能力を向上させていくことがコスモスプランの定着につながるのではと思います。
・スクールマネジャーを目指すためには、専門性を高めていくことが必用と考えます。そのためには、各種研修会に参加するなどして、力量を上げていくことも必要ではないかと思います。
・校長や教職員とコミュニケーションをとり、一緒に学校の現状を話し合い問題点、解決策を見出す。そのためには、事務員がスクールマネージャーとして常に向上心を持ちスキルアップを目指さなければならない。また、信頼される学校にするためには保護者や子ども達の理解も必要なのでPTA集会やお便りにし、子ども達がより良い学校生活が送れるようにみんなで考える環境作りをしなくてはなら　ないと思います。
・実践は大切ですが、それを積極的に公開することも大切だと思います。
・1人1人が忍耐強く目標をもってやることだと思います。

・日々、管理職や校内組織に理解を求める。
・一人一人が意識を持つということが大切だと分かりますが、具体的な実践はまだよく考えていません。できる限り学校運営の中で協力していくを心がけるだけです。

・学校における唯一の行政職員として、第３者的な立場で学校をみることが大事ではないでしょうか。
・学校評価や外部評価等の結果を踏まえ、現行の財務事務や学校事務のシステムを見直し、より効率化を図るために、当面している具体の課題の解決を図っていくことが大事である。

・事務職員が学校で存在し続けるためには、自分たちの仕事の効率化の推進だけではなくて、教員や子どもともっと近い位置で仕事をしていかないといけないと感じています。
・やはり自分の中の意識改善が重要に思われます。自分も変えていかなくてはならないと思っていますが…。

・「新しい学習指導要領」など、これによってすべきことがあるとか、教育の変化を敏感に捉えていく必要があるなと思いました。

・今回の研修で感じたのは、具体性には欠けますが、仕事のビジョンを持つこと。課題をシュミレーションして解決の糸口を探していくことの大切さを再認識しました。

・問題意識をもって、自校の足もとから見直してみる。改善すべきことがきっと見つかる。

・自己評価、学校評価により改善計画を立てて次年度に生かしていく。

・なにか１つでよいので、昨年と違う内容、方法を考える。　個人的には、教育課程について内容、理解を深めたい。

　・何よりもまず、本人の意識付けが大事だと思います。自分自身は、特別な実践例もありませんが

、研究発表の資料をしっかりと読み返したり、教育時事に関心を持ったり、配布されるe-ジヤーナルなどには必ず目を通すように心がけています。

・管理職との連携を大切にし、自ら挑戦していこうという気持ちを持って行きたいです。

・自己の資質向上を心がけたい。（２件）

・教頭との連携を強めたい。

・仕事の先に、児童生徒の充実した学校生活があることを念頭に置くように心がける。

・会計や備品、服務の関係で職員に資料提供や説明を積極的に行う。
・購入した備品が授業でどのように活用されているのか確認し、次の購入計画に活かす

・ただ事務の仕事(机上の業務)を行うだけでなく、管理職、先生方、児童生徒等と積極的にコミュニケーションをとり、関わりを持つことが重要だと思う。

・積極的に校内をまわり、子どもの豊かな育ちを支援するため、予算の有効活用を行う。また、校長の経営方針を理解し、行政職としての提言ができるよう常日頃から校長との連携を密にする。

・市町単位の連携を強化していく。

・長谷川先生の講演にあった「２人（組織）でクッキング（戦略的互恵関係）」を意識した事務経営

・事務だよりや職員会議、その他で情報を発信し積極的に教育活動に関わる姿勢を持つことが大切だと思います。

・現状からの脱却、意識改革

・机上だけの事務から脱却し、歩く観る参加する。事務職員としてだけでなく社会人として活きるように。

・現状は日々の仕事におわれて、なかなか実践をしていく時間などの余裕もないので、日々実践している方はどのように実践する時間を作っているのかなど伺ってみたい。
・実践などは分からないのですが、みんなで協力し合い事務処理を行っていければ良いなと思います。まずは、根拠に基づいた正確で迅速な事務処理をすること、そして、他職との連携を図り専門性を生かしながら学校に必要不可欠な職員となること

・行政職としての自力を身につけたい。

· 今年度のようにコスモスプランについての実践を聴く機会を設けていただければ、自分の実践に直接つながるかどうかは別にして、刺激になる。

· 実践例等ではないが、（講演の中にもあったように、）自分の立ち位置を確認したうえで、学校全体の動きを掌握しながら今できること、今必要なことを見極めていくことが必要と感じました。

· 私たちではなく、個人のことになってしまいますが、自分はまずコスモスプランの内容や、コスモスプランが出来るまでの経緯をしっかり理解できていないので、もう一度勉強し直したいと思いました。

· 実践はしていないですが、常に組織の中にいるということを頭におき管理職との報告・連絡・相談等密にし、学校全体を把握し仕事を進めていくことが必要なのではと感じます

· 各校で積極的に大きな視野で、経営目標を意識した取り組み、実践をしていくこと。事務経営案を作ることはその上でも大切だと思います。

· モチベーションがあれば、自ずと結果はついてくると思います。

· 日々の仕事に追われ正直校内の様子がよく見えていない現状である。もっと、子ども達のこと・環境のこと・授業のことに目を向け、工夫改善を試みる事ができたらと思う。

· 問題点を見つけ、改善案を考え、実行する。講師の長谷川さんがおっしゃっていたこのことがコスモスプランに直結していると思います。

· 学校にとっても何か必要で何をすると役に立つのかを常に意識していくことが大事。

· 自校の学校経営を外側から見ない。中に入り込む。

· 教育に関する研修を深める。（学習指導要領・教育課程等）

· 教員とのコミュニケーションを図る。

· 地域を知る。　

· 常に頭のすみにコスモスプランをおいて地区研修をすすめる

· 常に課題意識を持って日々目を配り、1人でやるのではなく組織で行動することが大切かと思います。小さな事でも誰か他の人がやった実践を参考にするなど一歩一歩前進することが必要だと考えています
· 日々の業務から課題を見つけ、改善しようという意識を持つことが大事だと思います。
· 我々は基本的に「コスモスプラン」の定着のために仕事をしているわけではないし、あの内容を実践しているわけではないと思います。理想の姿の一つとして「コスモスプラン」を置けばいいと思っているし、なぜそういった風に考えないのかが常々疑問に思っています。(そう捉えれば楽になるのに)

・私たち一人一人が、勤務の姿勢や日々の事務処理をきちんすることや学校行事への積極的な参加等していればコスモスプランの定着につながると思います。

・それぞれの所属の状況を考慮しながら、自分の力量に見合う事から実践する
・スクールマネージャーを目指して、自分のやれることから実践していく。苦手と思われることから実践していく。

・コスモスプランを理解し自己の資質を高めること。自分の学校の実情を理解していくことが定着していくためのスタートだと思う
・それぞれの学校にあって、事務室へ求められているものを着実に取り組んでいくこと。
　　・学校評価などででてきたものはもちろん、日々職員の声に耳を傾け、少しでも改善した方がよいと思われるものはすみやかに目で見える形で対応していく。
・自校を知り、自分ができることを考え、地道に改善していきたいと思います。（２）

・まずは、事務職員一人ひとりの意識を高めていきたいです。そして、小さなことでも情報発信をして、連携を強めていけたらいいと思います。
・実践例などを参考に、少しでも意識していけたらと思います。会計の面での支援が一番手をつけやすいところかなと思いました。
・管理職や先生との信頼関係を構築し、連携をうまくとることが大切だと思った　（３）

・教頭との連携、事務室の連携（共通の目的を持つこと）

・事務職員の存在意義を見直し、なぜ学校に必要なのかを声にして及び明文化して周知する。
・実践チェックシートなどを作成して実践できたものにチェックしていき、自分で認識し職員の打ち合わせや職員会議等で意見を述べたり、企画会議等に積極的に参加することで、学校経営についての知識等が身につくのではないでしょうか。

・1人ではなく、地区・ブロック単位で具体的な実践内容を決定・共有した方がいいと思います。また、市内の事務職員が同一歩調で行えるように、新採や若手の指導が必要だと思います。

・事務処理だけが仕事と考えると学校経営の支援は難しい。子どもたちの様子など実際見てほんとうに必要なことやものは何か・・・確かめながら仕事を進めたいです。いろいろな人の意見もきいていきたいです。事務室から出ることも大切かもしれません。
・自己意識・意思改革だと思います　（２）

・力量を形成するために自己研鑽を積むことが大事だと思う。

・前向きな姿勢と確実な仕事。個を生かした事務室経営。
・事務部を学校組織の中で有効に機能させること
・具体的には書けませんが、仕事のセンスアップのために、Ｗhatの構築＋Ｈowの工夫＋ＤＣＡサイクル、特に【Ｗhatの構築＋Ｈowの工夫】のところに気をつけて毎日の実践を積み重ねていきたいと思います。

・気づいたことを見過ごさずに問題提起し先生方と一緒に解決方法を探っていく努力をすること。（清掃用具の効率的な活用方法とか）
・のりしろのある事務職員に。

・基本的なことかもしれませんが「情報の発信・提供」がまず取り組めることだと思います。　この時に効率的にできるように「共同」で取り組めるといいですね。　

・コスモスプランのスクールマネージャーに必要な五つの資質のうち、一番大切だと私のなかで思っているのは、コミュニケーション能力です。人と人とのつながりがよりよい学校運営へつながると思うからです。
・コスモスプランの実践までいっていません。

・学校規模や校内組織等によりそれぞれ違う環境の中で、信頼される事務職員をめざし、小さな事から良いと思うことを実践していく事が大事だと思いますが

　　・今回の長谷川先生の講演を受けて、小さな積み重ねの中で教職員等との信頼関係を築き上げて行くことの重要性を改めて感じました。定着のためには、提案や発信も大切ですが、信頼される関係づくりの積み重ね・継続だと感じました。
・臨時の立場ので、どのような位置でどのように関わっていけばよいのでしょうか。
・各種研修参加・教育に関することの情報収集などにより自己の資質向上をし、ちょっとしたことで

もアドバイスや情報発信ができるようになれば。
・仕事をするにあたってまずはコミュニケーションが大事だと思います。教職員・児童生徒・学校へ訪れる人、全てに気持ちのよい挨拶をすることを心がけたいです。

・各地区での研修の際にコスモスプランの研修の時間を取り、研修する。グループ制を利用した小グループでの研修、学校訪問、等。
・経験年数等関係なく、一人一人が常にコスモスプランを意識し、実際に行動することが大切だと思います。特に長谷川先生からお話しがあった、２人でクッキング｢５つのキーワードとＷＨＤＣＡ｣という内容は本当に事務職員生活にとって大切なことだと感じたので、まずは私自身も実践していきたいと思いました。
・教育課程の理解を深める　
・学校経営への具体的参画(企画運営委員会等での事務部としての発言)

· 今までは事務職員は教員ではないので一般者としての立場から学校の中を見てきましたが、今回の地区集会に参加して教師としての立場も含めた両方の立場から学校を観察して学校経営に携わっていこうと思いました。

・学校徴収金の未納金の回収について校内での情報共有や、意思統一を図ることにより、未納額を0 

円にすることができた。
・学級会計から学年会計への移行ができた。これにより事務職員が会計処理の一部分でも担うことができ、外部評価で耐えうる会計処理に近づくことができると思う。
・一人一人が事務職員としての自覚と自信をもって学校参画に関われたら良いと思います。

・子どもの豊かな育ちを支援する方法は人それぞれであり、行政職員の立場で教育活動に関わる

と限定するのではなく、いろいろな携わり方を考えていく必要があると思う。　　
· 学校で必要な人材だと思われるように、まずは自分の仕事をしっかりと遂行し、小さな情報でも発信していく。
· 東部について考えると、コスモスプランが十分理解されている状況とはいえない。標準的職務通知とコスモスプランで求める資質をどのように関連性を持たせ、具体的実践としてどのようなものを考えるのか、また全事研で目指す「トータルプロデューサー」との整合性も明確にし、周知していかなくてはならないと思う。コスモスプランを前提にした取り組みというより、日々の実践を常に活動プランに例示された「活動のポイント」に照らし合わせて意識することでコスモスプランの実現につながると考える。
· 学校運営に関わっているという実感を持つこと。事務だからといって、聞く耳を持たなかったり、仕事を回避したりせず、いつでも協力できることは協力（支援）します・・というような心持ちでいることが大事かなと思います。
· 私たち事務職員の一人一人が、学校運営へ参画し、事務職員として意見を言えるように資質向上を目指す。前年踏襲でなく、より良い学校へ改善していく意識を常に持ち、それが児童生徒の育ち（教育）に繋がることを自覚する。

・マネジメント力を身に付けることを常に意識しておきたい。

· 経験の浅い事務職員が発表することの出来る場面を設定したい（完成度を高めることを目標とせ
ず、挑戦の場としたい。マネジメント能力向上にもつながる）

・特にこれといった実践例や方法は思いつきませんでした。
・最近感じるのですが、コスモスプランをもっと管理職の校長、教頭に理解をしていただく、事務職員はこういう実践をしているということをもっとアピールしていかなくてはと思っています。
・ヒントは長谷川先生の講演の５つのキィーワードとＷＨＤＣＡにあると思います。
・事務部経営案に掲げた自分自身の目標（今年度の取り組み目標）を達成したい。
・なるべく学校行事に参加したり、校内を見てまわったりして、事務職員としての立場で気がつい
たことを、話すようにしている。（校長先生も事務が発言できる場をつくってくれるので助かっています。）
・教育の質の向上を考えていく時代だからこそ、私たちは教育の質を高める学校事務職員になって
いかなければなりません。そのためには管理職や教職員との協力や葛藤の過程が大事になってく
ると思います。ＰＤＣＡサイクルに乗った使える事務経営案そのひとつだと思いますがどうでし
ょうか？
・自信を持って仕事できるように、努力していきたいと思います。
· 学校によって、事務職員のキャリアによってもさまざまだと思いますが、折々で情報交換できる場（研究大会でも研修会でも・・・）があれば、刺激になって自分を高めることができるのではないでしょうか。
・まだよく理解していませんが、生徒たちとの会話を増やし、彼らが何を学校に望んでいるか聞けたら、少しは生徒との距離も縮めていける。支援していけるかな？と思います。
・まず、コスモスプランをできるだけ研修の題材として取り上げ、身近なものとして意識することか
らだと思います。コスモスプランを殆ど開いたことがない、という現状を知り、驚いたことがあり
ました。実践は個々の置かれている環境(学校規模、経験年数)によっても違うと思うし、それぞれ
が持つ個人目標の実践でも良いので、その土台がコスモスプランであればよいのでは、と考えます。
・コスモスプランを意識して行っていることではないのですが、自分なりに普段しているのは、できるだけ多くの情報を耳にしようと、常にアンテナを高くしているよう心がけています。

・具体例ではありませんが、課題意識を持って、学校内外に目や耳を働かせることではないでしょ
うか。机上から顔を上げ、「これは私の仕事ではない」的な発想をやめ、自分の仕事につながると考え、学校の中で必要とされる事務職員になることだと思います。

・誰でも得意な分野があると思うので自分は何をやると決めてとにかく行動することだと思います。

「迷わず実践」が大事と思うのですが、何ができるのか未だにわかりません。

・今やらなくてはならないことを誠実にこなしていくことだと思います。
· 自らの力量向上が目標ですが、まず何に対しても問題意識を持つことが大事だと思いました。
新たな情報を得たり、我が身を振り返り自己改革を促すことが大切だと思いました。

· 子どもの豊かな育ちを支援するということを第一に考えながら、財務処理や教育環境管理に携わ
っていきたいです。できることからという意味で、気持ちのよい来客・電話応対を心がけたいと思います。任された事務処理を確実にしていこうと思います。

・まだ実践もないし、具体的な例もこれからです。
・一人一人の気持ちの持ち方が大事だと思います。

コスモスプランへの思いに温度差がありすぎれば、進むべき方向も、達成速度もまちまちになってしまうと思います。
・今まで行っている業務に付加価値をつけることが必要だと思います。効率化、合理化は必要なことですが、小学生に授業を教えるように教員に対しても丁寧な説明が必要です。「こんなことはわかっていて当たり前のレベル」と思っていてもなかなか事務職員だけの理論かもしれません。制度や条例の理解ができない状態では、学校運営に支障が生じます。事務研究会が求めている「スクールマネージャー」「トータルプロデューサー」のレベルに達するには、事務職員個のアップだけではなかなか進まないのが現状です。なにもわからない管理職が存在しているのも現状です。
・取り立ててこれをやっていますという事は言えないが、日常業務の中で常に実践していると感じます。今後はこれをいかにＰＲしていけるか、であると思いますが・・。

※

・教職員の勤務時間の管理事務の適切な運用と留意点についての説明は法規担当の先生だったので

今までの経緯に触れながら教職調整額のこと・時間外勤務手当等教職員の服務と勤務について

詳しく説明を聞くことができて良かった。

・勤務の割り振りについての講演会では、とてもわかりやすく解説してくださったので、今まであまり理解できずにいたものが、かなり頭の中が整理されてきました。
・勤務の割り振りについて大変勉強になりました。なぜ勤務の割り振りをするのか、なぜ必要なのか、
割り振りの方法だけでなく、その根底にあるものを学んだように思います。

・各都道府県、市町村によって、服務に対する考えが大きく違うことに驚いた。修学旅行の振り替
えについて、全く行われていない都道府県もあると聞き、同じ職種でも働く場所によってかなりの違いがあることを知った。話はとてもわかりやすくてよかった。もっと聞いていたいと思った。
　　　　　　　　　　
